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た
め
、
読
書
通
帳
の
導
入
に
つ
い

て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
観
点
か
ら
も
「
ざ
ま
り
ん
通

帳
」
の
活
用
に
つ
い
て
、
市
長
の

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

教
育
長　

読
書
通
帳
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
読
書
推
進
の
手
法
の

一
つ
と
し
て
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

市
長　

「
ざ
ま
り
ん
通
帳
」
は

お
も
し
ろ
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い

ま
す
。
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
観
点
か
ら
も
「
ざ
ま
り
ん
」
の

活
用
は
有
効
で
あ
り
、
大
き
な
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

族
へ
の
連
絡
を
促
す
よ
う
な
内
容

の
一
文
が
あ
れ
ば
抑
止
効
果
が
上

が
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
高
齢
者

が
相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
と

し
て
、
本
市
の　

時
間
健
康
相
談

２４

事
業
を
広
く
周
知
を
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
部
長　
「
い
さ
ま
メ
ー
ル
」

に
一
文
を
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

す
の
で
、
対
応
を
図
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

健
康
部
長　
　

時
間
健
康
相
談

２４

は
多
種
多
様
な
相
談
事
業
に
対
応

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
部
と

連
携
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

か
、
ま
た
盗
難
等
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
上
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
最

近
、
暑
さ
寒
さ
な
ど
の
自
然
気
象

に
対
応
で
き
、
ま
た
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
対
応
も
備
え
た
鍵
つ
き
収
納

ボ
ッ
ク
ス
が
商
品
化
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
今
回
、
中
学
校
の
う
ち
屋

外
照
明
設
置
の
３
校
に
つ
い
て
、

屋
外
照
明
の
操
作
盤
付
近
に
屋
外

Ａ
Ｅ
Ｄ
収
納
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し

ま
す
。
ま
た
、
屋
外
照
明
を
設
置

し
て
い
な
い
３
校
に
つ
い
て
も
、

ア
ラ
ー
ム
つ
き
の
収
納
ボ
ッ
ク
ス

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
体
育
館
内
の
壁
面
に

取
り
つ
け
ま
す
。

　

読
書
離
れ
が
指
摘
さ
れ
る
中
、

各
地
で
読
書
通
帳
を
導
入
す
る
動

き
が
あ
り
ま
す
。

　

読
書
通
帳
は
、
図
書
館
で
本
を

借
り
る
際
、
専
用
の
機
器
に
よ
り

貸
出
日
や
本
の
タ
イ
ト
ル
、
ペ
ー

ジ
数
な
ど
が
預
金
通
帳
の
よ
う
に

印
字
さ
れ
、
読
書
意
欲
を
高
め
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
滋

賀
県
甲
賀
市
の
読
書
通
帳
は
、
見

習
い
忍
者
た
ぬ
吉
く
ん
が
本
を
読

ん
で
修
行
を
積
み
、
一
人
前
の
忍

者
に
な
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
仕

立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
冊
に

つ
き
一
つ
の
判
こ
が
貰
え
る
な
ど

様
々
な
工
夫
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
市
で
も
、読
書
通
帳
、

「（
仮
称
）ざ
ま
り
ん
通
帳
」
の
導

入
を
提
案
し
ま
す
。
読
ん
だ
本
の

足
跡
を
印
す
こ
と
は
自
ら
の
日
々

の
歴
史
を
刻
む
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
良
好
な
読
書
の
推
進
を
図
る

　

振
り
込
め
詐
欺
対
策
に
つ
い
て
、

市
民
の
一
番
身
近
な
行
政
機
関
と

し
て
、
被
害
に
遭
い
や
す
い
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
相
談
窓
口
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
ご
所
見
を
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
被
害
に
遭
う
可

能
性
の
高
い
高
齢
者
へ
の
意
識
啓

発
に
加
え
、
そ
の
家
族
に
対
す
る

意
識
啓
発
も
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
が
、
そ
う
し
た
啓
発
活

動
は
行
わ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

振
り
込
め
詐
欺
の

相
談
窓
口
は
、
本
市
に
お
い
て
は

座
間
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
一

元
化
し
て
、
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
に
対
し
て

の
注
意
喚
起
に
つ
い
て
は
、
広
報

ざ
ま
で
、
家
族
な
ど
へ
も
広
く
呼

び
か
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
【
再
質
問
】　

詐
欺
発
生
を
知
ら

せ
る
「
い
さ
ま
メ
ー
ル
」
が
配
信

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
家

　

安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
に
向
け

て
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

２６

に
お
い
て
、
体
育
館
を
解
放
し
て

い
る
中
学
校
３
校
の
体
育
館
内
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
屋
外
照
明
施
設
の

あ
る
中
学
校
３
校
の
屋
外
に
、
私

の
熱
望
し
て
い
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
配
備

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
、
教
職
員
の
不
在
や
屋

外
で
の
管
理
上
な
ど
の
問
題
か
ら

難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

配
備
が
、
今
回
、
実
現
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
経
緯
、
ま
た
、
２
年

前
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
諸
課
題
に

つ
い
て
ど
う
ク
リ
ア
さ
れ
、
ど
の

よ
う
な
場
所
に
、
ど
の
よ
う
な
形

状
で
設
置
さ
れ
る
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

　

健
康
部
長　

こ
れ
ま
で
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
雨
水
や
気
温
の
変
化
の
影
響
を

受
け
や
す
い
精
密
機
器
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
保
全
を
ど
う
す
る

　

２
０
１
５
年
４
月
ス
タ
ー
ト
と

な
る
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
に

向
け
て
、
他
市
で
は
１
月
に
会
議

を
開
催
し
年
末
ま
で
に
実
施
し
た

ニ
ー
ズ
調
査
の
生
デ
ー
タ
を
検
証

し
て
い
ま
す
が
、
本
市
で
は
ま
だ

会
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

本
市
の
未
就
学
児
用
ニ
ー
ズ
調

査
の
回
収
率
は
、
県
内
で
公
表
さ

れ
て
い
る
中
で
最
も
低
い
厚
木
市

の　

・
３
％
よ
り
も
低
い
数
値
に

４４
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
ニ
ー

ズ
調
査
の
実
施
は
、
当
事
者
の
多

く
の
声
を
集
め
る
こ
と
が
一
番
の

目
的
と
考
え
ま
す
。
低
い
回
収
率

を
補
完
す
る
た
め
に
、
他
市
で
行

わ
れ
て
い
る
市
民
討
議
会
な
ど
、

保
護
者
の
意
見
を
も
ら
う
場
づ
く

り
や
保
護
者
が
集
ま
る
場
に
出
か

け
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
会
議
で

は
こ
う
し
た
意
見
を
加
味
し
て
計

画
を
策
定
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ニ
ー
ズ
調
査
は
、
ど
れ

く
ら
い
の
回
収
率
で
あ
れ
ば
無
作

為
抽
出
に
よ
る
実
態
に
即
し
た
デ

ー
タ
と
な
り
得
る
か
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

特
定
の
場
に
出
向

き
幼
稚
園
、
保
育
園
の
保
護
者
の

意
見
を
聞
く
こ
と
は
、
平
均
的
な

意
見
に
偏
り
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

重
視
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
回
収

率
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
返
事
を

し
な
い
こ
と
も
意
識
の
あ
ら
わ
れ

で
あ
り
、
そ
の
中
で
集
計
し
て
い

く
し
か
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

伊
藤　

優
太 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

大
手
情
報
検
索
サ
イ
ト
と
の

災
害
協
定
の
締
結
を
！

　

待
望
の
新
消
防
庁
舎
は
、消
防
、

防
災
活
動
の
拠
点
と
し
て
平
成　
２９

年
度
に
開
設
予
定
で
す
が
、
平
成

　

年
度
に
基
本
設
計
、
翌
年
度
上

２６期
に
実
施
設
計
、
そ
の
後
約
２
年

間
で
竣
工
と
い
う
大
変
タ
イ
ト
な

工
程
に
あ
り
ま
す
。

　

最
近
の
国
内
建
設
工
事
の
状
況

は
、
３
年
過
ぎ
て
の
東
日
本
大
震

災
の
復
興
需
要
の
増
や
景
気
回
復

に
よ
る
工
事
件
数
の
増
加
、
そ
の

上
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設

の
計
画
、
そ
れ
に
反
し
て
施
工
体

制
は
、
現
場
従
事
者
の
大
幅
な
減

少
と
高
齢
化
に
よ
り
施
工
力
が
低

下
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
施
工
展
望
は
、
復
興
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
以
外
の
工
事

が
後
回
し
傾
向
と
な
り
、
新
消
防

庁
舎
の
完
成
は
大
幅
な
遅
れ
が
予

想
さ
れ
、
そ
の
上
、
需
給
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
、
大
幅
な
建
設

資
機
材
や
人
件
費
の
高
騰
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
施
工

方
法
も
含
め
入
札
・
契
約
方
法
に

つ
い
て
の
工
夫
や
改
善
が
、
必
要

で
す
。

　

そ
こ
で
提
案
し
た
い
の
が
施
工

業
者
の
高
度
な
技
術
を
生
か
し
、

工
期
短
縮
も
図
れ
る
設
計
・
施
工

の
一
括
方
式
に
よ
る
発
注
方
法
に

つ
い
て
、
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

従
来
は
設
計
施
工
分
離

の
原
則
が
明
確
化
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
状
の
社
会
情
勢
等
を
踏

ま
え
た
、
貴
重
な
ご
提
案
を
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
関
係

部
署
と
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

セ
ー
フ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、

事
故
や
け
が
は
偶
然
の
結
果
で
は

な
く
、
予
防
で
き
る
と
い
う
理
念

の
も
と
、
地
域
住
民
と
行
政
、
団

体
、
企
業
等
が
協
働
し
て
「
地
域

の
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
創
ろ
う

と
い
う
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

　

本
市
で
も
、
高
齢
者
の
転
倒
事

故
の
予
防
と
な
る
「
健
康
体
操
」

や
「
Ｗ
Ｅ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｚ
Ａ
Ｍ

Ａ
！
体
操
」
へ
の
取
り
組
み
、
市

民
総
ぐ
る
み
で
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
「
座
間
市
安

全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

の
取
り
組
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
を
守
る
「
こ
ど
も
１
１
０
番

の
家
」、「
登
下
校
時
の
地
域
パ
ト

ロ
ー
ル
」、「
見
守
り
隊
」の
活
動
、

行
政
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
自
治
会
・
警
察

な
ど
に
よ
る「
通
学
路
点
検
」、
地

域
の
「
自
主
防
災
組
織
」
の
活
動

な
ど
は
、
セ
ー
フ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
取
り
組
み
の
例
で
す
。

　

各
分
野
で
活
発
に
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
・
行
政
・

団
体
な
ど
に
よ
る
垣
根
を
越
え
た

セ
ー
フ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
に

つ
い
て
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

平
成　

年
に

２３

市
、
座
間
警
察
署
、
防
犯
協
会
の

ほ
か　

団
体
で
構
成
す
る
「
座
間

３１

市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
交
換

や
防
犯
活
動
の
連
携
を
図
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
セ
ー
フ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　

大
手
情
報
検
索
サ
イ
ト
が
、
防

災
・
減
災
対
策
、
復
興
支
援
を
効

果
的
に
行
う
た
め
、
自
治
体
と
の

災
害
協
定
の
締
結
を
進
め
て
い
ま

す
。
災
害
協
定
に
よ
り
、
大
手
情

報
検
索
サ
イ
ト
が
災
害
対
策
を
行

っ
て
き
た
中
で
蓄
積
さ
れ
た
知
見

や
情
報
を
自
治
体
で
活
用
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
協
定
の
内
容
は
、
被
災
者

の
安
否
情
報
検
索
、
避
難
情
報
の

掲
載
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
情
報
の
掲
載
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
集
中
時
の

負
荷
軽
減
、
市
民
が
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
上
の
地
図
サ
ー
ビ
ス
か
ら
避

難
所
の
位
置
情
報
を
取
得
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
本
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
補
完
的
な
役
割

も
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
治

体
の
金
銭
的
負
担
は
な
く
、
全
て

無
償
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

災
害
時
の
情
報
の
取
得
に
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
有
効
で
あ
る
と

の
総
務
省
の
調
査
結
果
も
あ
り
ま

す
。
災
害
時
、
市
民
が
知
り
た
い

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
事
態
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
災
害
協
定
の
締
結
は
、
本
市

に
お
け
る
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
の
手
段
と
し
て
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
ご
所
見
を
伺
い

ま
す
。

　

市
民
部
長　

大
手
情
報
検
索
サ

イ
ト
と
の
災
害
協
定
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
補
完
的
意
味
合
い

か
ら
も
有
効
と
考
え
ま
す
の
で
具

体
的
に
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

佐
藤　

弥
斗 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

更
な
る
セ
ー
フ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
構
築
を
！

　

加
藤　

陽
子 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

子
ど
も
子
育
て
新
制
度
ニ
ー
ズ
調
査

の
低
回
収
率
を
補
う
手
だ
て
を
！

稲
垣　

敏
治 
議
員
《
公
明
党
》

新
消
防
庁
舎
建
設
工
事
に

工
夫
と
改
善
が
必
要

　

伊
田　

雅
彦 
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

施
設
開
放
６
中
学
校

Ａ
Ｅ
Ｄ
配
備
の
経
緯
、場
所
、形
状
は
？

　

荻
原　

健
司 
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
で

　
　

市
民
の
財
産
を
守
れ
！

　

小
野　

た
づ
子 
議
員
《
公
明
党
》

読
書
通
帳
「
ざ
ま
り
ん
通
帳
」

の
導
入
を
！


